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串田のひいらぎ大門町

ひいらぎは、もくせい科に属し、

本州の関東以西に分布するところ

から、県内には自生ガなく、庭木

として栽値されている。

この木は大沢氏の庭にあってこの

種の代表的広巨樹で枝葉の発育ガ

旺盛である。この樹の特徴として

ひいらぎ特育の鋸歯ガほとんどな

い。材はかたく、ち密なので印材

ソロパン玉、将棋のこぎなどをつ

くる。

最
近
の
公
害
問
題
は
、
大
気
汚

染
、
水
質
活
濁
、
廃
棄
物
の
量
的

僧
大
、
質
的
変
化
に
伴
う
汚
染
の

進
行
な
ど
複
雑
、
多
様
化
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
い
か

に
し
て
公
害
問
題
を
克
服
し
、
県

民
の
健
康
で
住
み
よ
い
環
境
を
確

保
す
る
か
は
、
ま
さ
に
県
政
の
最

大
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
だ
め
に

は
、
公
害
未
然
防
立
の
だ
め
の
総

合
的
な
施
策
を
計
画
的
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

公
害
防
正
計
画
は
、
公
害
の
監

視
、
規
制
と
い
う
直
接
的
な
公
害

対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
活
環
涜

整
備
な
ど
の
公
害
関
連
対
策
も
含

め
だ
総
合
的
施
策
を
可
能
な
限
り

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。



富
山
・
高
岡
地
域
公
害
防
止
計
画
の
あ
ら
ま
し

は
じ
め
に

公
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
富
山

・
高
岡
地

域
公
害
防
止
計
画
は
、
昨
年
末
(
ロ
月
幻
日
)

国
の
承
認
を
受
け
、

ω年
度
を
初
年
度
と
し
て

日
年
度
ま
で
の
5
か
年
計
画
と
し
て
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
本
県
と
同
様
に
国
の
承
認
を
受

け
た
地
域
は
、
全
国
で
叩
地
域
で
、
第
5
次
地

域
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
早
〈
手
掛
け
た
千
葉
・
市
原
、
四

日
市
、
水
島
地
域
の
第
l
次
地
域
以
来
、
今
回

を
含
め
て
白
地
域
に
も
お
よ
び
ま
す
が
、
本
県

は
、
日
本
海
側
で
初
の
計
画
策
定
県
と
な
り
ま

す
。国

で
は
、
こ
の
あ
と
、

6
次
、
7
次
地
域
を

指
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
、
全
国

で
印
地
域
に
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

計
画
策
定
の

ね
ら
い
と
役
割

公
害
防
止
計
画
を
つ
く
る
ね
ら
い
は
、
い
ま

さ
ら
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す

が
、
一
言
で
い
え
ば
、
地
域
の
住
民
を
公
害
か

ら
守
り
、
緑
と
澄
ん
だ
空
気
と
清
ら
か
な
水
で

固
ま
れ
た
環
境
づ
く
り
を
す
る
た
め
と
い
え
ま

し
ょ
、
つ
。

の
中
心
地
で
あ
り
、
今
日
、
富
山
、
高
岡
地

区
新
産
業
都
市
の
中
核
と
し
て
工
業
開
発
が

非
常
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
反
面
、
大
気
汚
染
、
水

質
汚
濁
、
騒
音
、
悪
臭
等
に
よ
る
環
境
汚
染

が
県
内
で
も
っ
と
も
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

も
あ
り
、
抜
本
的
な
公
害
対
策
の
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

計
画
の
目
標
と

達
成
期
限

こ
の
計
画
で
は
、
公
害
現
象
ご
と
に
汚
染

今
日
の
よ
う
に
、
公
害
問
題
が
広
域
化
し
、

複
雑
多
様
化
す
る
傾
向
の
下
で
は
、
そ
の
対
策

も
、
た
だ
単
に
汚
染
源
対
策
を
強
め
て
い
く
だ

け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

長
期
的
見
通
し
に
立
ち
、
適
切
な
土
地
利
用

を
軸
と
し
て
、
生
活
環
境
施
設
の
整
備
も
含
め
、

未
然
防
止
対
策
に
重
点
を
お
い
た
総
合
的
対
策

を
計
画
的
、
有
機
的
に
進
め
て
こ
そ
、

真
の
公

害
防
止
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
各
種
対
策
を
盛
り

込
ん
だ
総
合
的
計
画
と
も
い
う
べ
き
公
害
防

止
計
画
は
、
今
後
の
公
害
対
策
の
基
本
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
非
常
に
大
き

い
と
い
え
ま
す
。
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計
画
策
定
地
域
の
範
囲

す対
u 策計

基画
本の
法策

疋

に地
基域
づは

て国
指が
定法
い律

し公
ま 害

策
定
地
域
名
を
富
山

・
高
岡
地
域
と
い
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
域
は
、
本
県
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
位
置
す
る
富
山
市
、
高
岡
市
、
新

湊
市
、
婦
中
町
、
小
杉
町
、
大
門
町
、
下
村

お
よ
び
大
島
町
の
3
市
4
町
1
村
の
8
市
町

村
の
範
囲
で
す
。

ご
存
知
の
と
お
り
、
こ
の
地
域
は
、
古
〈

物
質
等
の
程
度
に
つ
い
て
、
環
境
基
準
値
な

ど
の
健
康
保
護
と
環
境
保
全
に
必
要
な
目
標

会
あ
げ
、
種
々
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
十
九

ま
た
、
こ
の
計
画
は
、
刊
年
度
か
ら
臼
年

度
ま
で
に
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
な
り
、

汚
染
項
目
ご
と
の
目
標
達
成
期
限
は
、
次
表

の
と
お
り
で
す
。

項 目 目 標達成期限

二酸化いおう 昭和53年度

大

浮遊粒子状物質 昭和53年度

Fヌn.

二酸 化窒素 昭和53年度 '

汚

光化学オキシダント ただちに達成する

染

一酸 化炭素 ただちに達成する

7)く 人の健康保護 ただちに達成する

質汚

生活環境保全 各河川、海域ごとに定める年限j萄

一般の地域については、ただちに、道路

に面する地域については、昭和50年度

騒 コ目当己 までに、幹線道路に面する地域で目標

達成が著しく困難な地域については、

昭和50年度以降可及的速やかに達成する

悪 臭 可及的速やかに達成する

t也 盤 沈 下 ただちに達成する
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対
策
の

基
本
的
な
方
向

計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
存
純
の

具
体
策
を
進
め
る
こ
と
た
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
対
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
法
本
的

な
YJ
え
む
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①

発
生
源
規
制
の
強
化
と

監
視
体
制
の
整
備

地
域
内
に
発
生
し
て
い
る
汚
染
を
い
ち
い
く

解
消
す
る
た
め
の
除
よ
刈
策
等
を
進
め
る
の
を

は
じ
め
、
主
な
発
生
似
で
あ
る
i
場
、
事
業
場

な
ど
に
対
し
て
は
、
法
律
、
条
例
に
よ
る
脱
制

の
強
化
、
ま
た
、
立
入
検
査
の
倣
此
、
事
前
協

議
、
防
止
協
定
締
結
な
ど
に
よ
る
指
与
の
徹
い
ほ

と
シ
y
u
に
、
総
け
単
胤
制
を
実
施
す
る
た
め
の
諸

施
策
の
推
進
、
大
気
、
川
川
、
海
域
な
ど
の
環

坑
を
抗
悦
す
る
体
制
の
充
実
を
進
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す

②

未

然

防

止

対

策

の

徹

底

公
山
口
防
止
対
策
の
北
本
は
、
な
ん
と
い

っ
て

も
よ
然
防
止
に
あ
り
ま
す

こ
の
計
州
で
も
、
未
然
防
止
対
策
を
取
点
に

と
リ
あ
け
、
ム

nm-的
な
土
地
利
用
計
酬
に
ぷ
つ

い
て
、
適
切
な
企
業
立
地
や
住
宅
の
配
置
を
は

直
接
の
具
体
的
対
策

弁
公
主
事
象
別
に
、
そ
の
U
パ
体
的
な
防
止
対

策
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
①

大

気

汚

染

防

止

対

策

の

場

合

を

み

ま

す

と
、

本
地
域
の
大
気
汚
染
は
、
企
業
立
地
の
多
い
ん
口
田

山
、
L
H

同
同
刷
市
の
臨
海
部
工
業
地
借
に
高
い
傾

向
が
み
ら
れ
、
そ
の
汚
染
物
資
の
お
も
な
も
の

は
、
火
力
発
五
所
や
各
工
場
の
ボ
イ
ラ
ー
か
ら

排
出
さ
れ
る
い
お
う
般
化
物
、
宅
主
眼
化
物
ゃ

ん
H

金
鉄
工
場
等
の
屯
公
一
か
か
ら
の
ば
い
じ
ん
、

化
学
工
場
等
の
ふ

つ
れ
糸
、
胤
ト
ヰ
品
川
な
ど
が
あ
り
ま

す
。例

え
ば
、
い
お
う
般
化
物
刈
策
と
し
て
、
目

株
値
を
守
る
た
め
、
地
域
内
で
の
汚
染
負
荷

リ
挺
を
臼
%
も
カ

ッ
ト
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

対
策
と
し
て
、
山
小
や
市
町
村
は
、
川
悦
ト
れ
も
進
め

て
い
る
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
計
幽
を
は
じ
め
、
今
ま

で
以
上
に
発
生
源
対
策
の
強
化
、
い
や
前
協
議
、

緊
急
時
対
策
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業

指
導
の
徹
底
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
宇
土
9
0

一
五
、
各
企
業
に
お
い
て
も
、
い
お
う
分
の

低
い
重
油
の
使
問
、
良
質
な
燃
料
へ
の
転
換
を

は
か
る
と
と
も
に
、
排
煙
脱
硫
装
置
等
の
防
止

施
設
の
設
置
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

②

水

質

汚

濁

防

止

対

策

の

場

合
を
み
ま
す
と
、

本
地
域
の
水
質
汚
濁

の
状
況
は
、
都
市
化
、
工
業
化
の
進
ん
で
い
る

富
山
市
、
高
岡
市
を
口
流
す
る
小
矢
部
川
、
神

通
川
に
お
い
て
汚
濁
が
み
ら
れ
、
特
に
川
口
部

に
お
い
て
い
行
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

か
る
た
め
の
対
策
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
引
の
地
域
開
発
事
業
を
進
め
る

際
に
は
、
時
境
を
汚
さ
な
い
か
ど
う
か
、
そ
の

μ触
手
』
調
べ
る
な
ど
し
て
、
事
前
に
チ
ェ

ッ
ク

す
る
い
わ
ゆ
る

「環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

さ
ら
に
、
生
活
関
辿
施
設
の
不
備
も
公
与
を

発
生
さ
せ
る
大
き
な
要
凶
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
下
水
道
、
一
悦
来
物
処
型
地
設
、
八
ム
同

・
林

地
等
の
幣
仙
を
弔
点
的
に
進
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す

そ
の
他
、
公
与
を
除
く
技
術
や
公
害
を
発
生

さ
せ
な
い
生
産
技
術
の
研
究
開
発
も
あ
わ
せ
て

進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

③

公

害

防

止

諸

制

度

へ

の

助

成

等

4 

卓
4

業
者
の
点
任
に
お
い
て
、
八
ム
主
防
止
刈
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
中
小
企
業
の
公
主

防
止
地
設
整
備
に
対
す
る
経
済
的
助
成
策
や
、

児
市
交
生
徒
な
ど
の
位
全
な
成
育
を
は
か
る
た

め
の
教
訂
以
出
等
保
全
刈
策
、
八
ム
川
被
百
折
紋

出
村
山
爪
も
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
む

以
上
、

3
つ
の
施
策
を
広
一
本
と
す
る
ほ
か
総

人H
的
な
公
主
対
策
を
逆
め
る
上
に
そ
の
法
調
と

も
い
う
べ
き
、
人
打
開
的
な
土
地
利
用
を
は
か
る

た
め
、
現
在
手
が
け
て
い
る
凶
土
利
用
計
両
法

に
基
づ
く
土
地
利
用
計
酬
を
は
じ
め
、
す
で
に

あ
る
都
市
計
削
法
、
州
一
服
伝
法
、
山
然
公
凶
法
な

ど
の
土
地
利
別
組
制
関
述
の
法
作
の
適
用
に
よ

っ
て
、
乱
開
発
を
防
止
し
、
快
適
な
生
日
開
成

を
つ
く
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

ま
た
、
海
域
で
も
小
矢
部
川
、
神
通
川
の
流

入
す
る
河
口
海
域
で
の
汚
濁
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
水
質
汚
濁
は
、
都
市
排
水
や
下
流

水
域
に

ι地
す
る
製
紙
工
場
な
ど
の
よ
場
排
水

の

μ特
に
よ
る
も
の
で
す
。

水
附
日
川
淵
防
止
対
策
と
し
て
は
、
シ
ア
ン
、

水
銀
な
ど
の
人
の
健
康
を
初
、
つ
物
抗
(
健
康
項

目
)
に
よ
る
同
染
の
現
況
は
、
目
標
値
以
内

に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
常
に
目
標
値
を
維

持
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有
機

物
な
ど
に
よ
る
水
質
汚
濁
の
指
標
で
あ
る
B
O

D
、
C
O
D
(生
活
項
目
)な
ど
に
つ
い
て
は
、

川
川
、
海
域
ご
と
に
汚
濁
負
何
量
削
減
目
標
を

立
て
て
、
利
水
目
的
に
応
じ
て
定
め
た
環
境
基

準
の
維
持
ま
た
は
達
成
に
努
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
や
市
町
村
は
、
今
ま
で

以
上
に
発
生
川
町
組
制
の
強
化
、
事
前
協
議
の
実

施
な
ど
に
よ
る
恥
業
指
導
の
倣
庇
を
は
か
る
と

と
も
に
、
下
水
道
、
し
版
処
理
施
設
な
ど
の
杭
-ム

備
、
川
似
の
し

れ叫
ん
せ
つ
な
ど
を
進
め
ま
す
。

一
ん
、
弁
企
業
に
あ
た

っ
て
は
、
排
水
処
理

施
設
の
整
備
、
有
者
物
質
排
出
源
の
ク
ロ
ー
ズ

ド
化
、
本
資
似
の
有
効
利
用
な
ど
を
は
か
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

③

そ
の
他
、
水
銀
・

P
C
B
、

騒

音

、

振

動

、

地

盤

沈

下

、
悪
臭
、
土

壌

汚

染

お

よ

び

廃

棄

物

に

よ

る

汚

染

防

止

対

策

に

つ

い

て

も
、

そ
れ
ぞ
れ
、

県
、
市
町
村
に
よ
る
発
生
源
規
制
対
策
の
強
化
、

行
政
指
，与
の
徹
底
に
よ
り
、
ま
た
企
業
に
あ

っ
て
は
防
止
地
設
の
整
備
な
ど
、
有
効
適
切
な

諸
対
策
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

5 



公
害
防
止
に

関
連
す
る
対
策

直
接
の
公
害
防
止
対
策
に
あ
わ
せ
て
、
次
の

よ
う
な
間
接
的
な
公
害
防
止
対
策
も
進
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

①
公
園
、
緑
地
な
ど
の
整
備

都
市
環
境
の
保
全

都
市
内
に
お
け
る
緑
、
空
地
の
減
少
や
住
工

の
混
在
、
交
通
渋
滞
現
象
な
ど
は
、
生
活
の
う

る
お
い
を
奪
う
ば
か
り
か
、
勢
い
公
害
の
進
行

に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
然
公
園
、
都
市
公
園
の
整
備
、

大
規
模
な
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
造
成
、
河
道
緑

化
、
学
校
緑
化
な
ど
、
積
極
的
な
緑
化
対
策
を

進
め
る
と
と
も
に
、
住
工
分
離
対
策
、
都
市
交

通
対
策
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

②
公
害
保
健
対
策
な
ど

本
地
域
で
は
、

神
通
川
流
域
の
イ
タ
イ
イ
タ

イ
病
や
富
山
、
高
岡
両
市
の
北
部
地
区
で
の
大

気
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害
が
み
ら
れ
ま
す
。

公
害
に
よ
る
健
康
被
害
は
、
人
の
生
命
に
係

る
と
い
う
重
大
性
か
ら
、
そ
の
対
策
も
極
め
て

重
要
と
い
え
ま
す
。
被
害
を
事
前
に
予
防
す
る

対
策
に
重
点
を
お
い
て
、
健
康
調
査
、
健
康
管

理
充
実
対
策
、
患
者
早
期
回
復
対
策
な
ど
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
気
汚
染
や
自
動
車
騒
音
な
ど
の
被

農家のみなさんへ
農機用燃料の

無鉛化

、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
の
無
鉛
化

従
来
、
農
業
機
械
に
使
用
し
て
き
た
レ
ギ
・

ユ
ラ
l
ガ
ソ
リ
ン
に
は
鉛
が
混
入
し
て
い
ま

し
た
が
、

二
月
一

日
か
ら
鉛
を
除
い
た
レ
ギ

ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
が
生
産
さ
れ
、
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
無
鉛
の

・

レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
と
有
鉛
の
プ
レ
ミ
ア

ム
ガ
ソ
リ
ン
(
ハ
イ
オ
ク
タ
ン
)
と
の
二
種

類
の
ガ
ソ
リ
ン
が
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

害
を
こ
う
む
っ
て
い
る
学
校
な
ど
に
対
し
て
は
、

移
転
、
改
築
な
ど
の
措
置
を
必
要
に
応
じ
て
進

め
る
と
と
も
に
、
児
童
宍
生
徒
な
ど
の
健
康
保

持
と
教
育
環
境
の
保
全
を
は
か
る
た
め
、
グ
リ

ー
ン
ス
ク
ー
ル
の
実
施
、
学
校
緑
化
を
進
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

③
中
小
企
業
対
策

公
害
防
止
の
責
任
は
、
当
然
そ
の
原
因
者
に

あ
り
、
中
小
企
業
の
場
合
と
い
え
ど
も
、
こ
の

原
則
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
大

企
業
と
比
べ
て
、
公
害
防
止
の
た
め
の
費
用
負

担
が
困
難
を
伴
う
場
合
が
多
い
た
め
、
負
担
軽

減
を
は
か
り
、
防
止
施
設
の
整
備
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
園
、
県
、
市
町
村
な
ど
に
よ
る
融

資
、
利
子
補
給
な
ど
の
財
政
助
成
措
置
を
は
か

る
と
と
も
に
、
公
害
防
止
の
技
術
指
導
、
団
地

化
、
移
転
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

監
視
測
定
体
制
等
の

整
備

公
害
を
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
工
場
、
事

業
場
な
ど
に
対
す
る
規
制
効
果
多
』
高
め
る
た
め
、

発
生
源
の
監
視
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
も
進
め
て
い
る
公
害
パ
ト

ロ
ー
ル
や
立
入
検
査
に
よ
る
ば
い
煙
の
測
定
、

重
油
の
抜
き
取
り
調
査
、
排
水
調
査
な
ど
を
今

ま
で
以
上
に
厳
し
く
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
八
ム
害
防
止
対
策
の
効
果
測
定
、
発
生

源
動
向
の
は
握
、
今
後
の
対
策
の
方
針
決
定
な

ど
、
環
境
汚
染
の
状
況
を
常
時
、
ま
た
は
定
期

ま
す
。

、
ガ
ソ
リ
ン
の
無
鉛
化
に
伴
う
注
意

お
手
持
ち
の
農
業
機
械
の
う
ち
、
四
サ
イ

ク
ル

エ
ン
ジ
ン
を
つ
け
た
機
械
は
、
無
鉛
ガ

ソ
リ
ン
の
み
で
使
用
し
ま
す
と
エ
ン
ジ
ン
の

パ
ル
プ
が
当
る
弁
座
の
部
分
が
摩
耗
し
、
エ

ン
ジ
ン
が
故
障
し
ま
す
か
ら
注
意
し
て
く
だ

支」い
。

的
に
は
握
す
る
た
め
、
常
時
観
測
局
の
増
設
、

移
動
観
測
局
の
整
備
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
八
ム
害
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
調

査
研
究
体
制
の
整
備
、
県
、
市
町
村
な
ど
の
公

害
対
策
行
政
組
織
の
充
実
も
は
か
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
護

良
好
な
自
然
環
境
は
、
た
だ
単
に
景
勝
地
を

保
護
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
い
こ
い
の
場
と
し

て
、
人
間
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
自
然
浄
化
作
用
と
い
う
公
害
防

止
の
面
に
お
い
て
も
、
す
ぐ
れ
た
機
能
を
あ
わ

せ
持
ち
、
公
害
対
策
上
極
め
て
貴
重
な
存
在
で

す
。最

近
の
自
然
環
境
破
か
い
の
傾
向
に
対
し
て
、

本
県
で
は
、
必
年
6
月
、
「
自
然
環
境
保
全
の

基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
積
極
的
な
自
然
環
境

保
全
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
本
地
域
で
も
、

今
後
、
人
口
増
加
、
市
街
地
の
拡
大
、
生
産
関

連
基
盤
の
整
備
な
ど
に
よ
る
緑
地
、
自
然
環
境

の
変
ぼ
う
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
市
街
地
や
工

業
用
地
等
の
地
域
内
に
「
環
境
緑
化
促
進
地
域
」

の
指
定
を
行
な
う
と
と
も
に
、
優
良
農
地
の
確

保
、
自
然
公
園
、
史
跡
、
名
勝
な
ど
に
係
る
開

発
行
為
を
抑
制
し
、
積
極
的
な
自
然
環
境
保
護

対
策
を
進
め
ま
す
。

ま
と
め

富
一
、
機
械
の
種
類
と
対
策

農
業
機
械
に
は
田
植
機
と
か
耕
う
ん
機
、

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
数
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
機
械
の
エ
ン
ジ
ン
は
、
ガ

ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
、
特
殊
灯
油
エ
ン
ジ
ン
、

灯
油
エ
ン
ジ
ン
、
ジ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
四

つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

今
度
の
ガ
ソ
リ
ン
無
鉛
化
で
影
響
を
受
け

る
の
は
、
こ
の
う
ち
の
四
サ
イ
ク
ル
の
ガ
ソ

リ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
塔
載
し
た
機
械
で
す
。
す

な
わ
ち
、
無
鉛
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
だ

け
で
使
用
す
る
と
故
障
を
お
こ
す
機
械
は
、

四
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
を
塔
載
し
た
テ
ー
ラ

ー
、
バ
イ
ン
ダ
ー
、
四
条
の
田
植
機
、
そ
の

ほ
か
方
ソ
リ
ン
を
使
用
す
る
耕
う
ん
機
、
コ

ン
バ
イ
ン
、
動
力
噴
霧
機
で
す
。

二
サ
イ
ク
ル
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン

ジ
ン
の
背
負

式
防
除
機
な
ど
は
無
鉛
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ

リ
ン
を
使
用
し
て
も
支
障
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
従
来
ど
お
り
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン

(無
鉛
)
に
潤
滑
油
を
混
合
し
て
使
用
く
だ
さ

園
、
ガ
ソ
リ
ン
を
購
入
す
る
と
き
の

注
意

お
手
持
ち
の
四
サ
イ
ク
ル
が
ソ
リ
ン
エ
ン

ジ
ン
を
塔
載
し
た
機
械
の
ガ
ソ
リ
ン
は
無
鉛

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
二
に
対
し
、
有
鉛

の
プ
レ
ミ
ア
ム
ガ
ソ
リ
ン
お
お
む
ね
一
の
割

合
で
混
合
し
た
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
、
あ
ら

今
ま
で
述
べ
た
各
種
対
策
に
要
す
る
経
費
は
、

5
年
間
で
約
一
三
五

O
億
円
が
見
込
ま
れ
、
そ

の
内
訳
は
、
事
幸
市
者
が
自
ら
行
な
う
分
約
七
八

O
億
円
、
園
、
県
、
市
町
村
が
実
施
す
る
も
の

約
五
七
O
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
者
も
公
共
団
体
も
多
額
の
経
費
を
投
資

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
結
局
は
、
そ
の

投
資
効
果
が
、
事
業
者
自
ら
の
存
続
や
地
域
住

民
の
健
康
保
持
に
は
ね
か
え
っ
て
く
る
わ
け
で

す
か
ら
極
め
て
貴
重
な
投
資
と
い
え
ま
す
。

な
お
、
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
八
ム
害
防
止
事

業
団
や
日
本
開
発
銀
行
の
融
資
制
度
も
あ
り
、

一
方
、
公
共
団
体
の
場
合
、
国
の
補
助
率
の
ア

ッ
プ
や
地
方
債
の
優
先
配
分
な
ど
の
財
政
上
の

特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
計
画
の
目
標
達
成
と
実
効
性
確
保
の
た

め
に
は
、
県
を
中
心
と
す
る
計
画
の
適
確
な
管

理
運
営
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
何
よ
り
も
関
連
企
業
の
努
力
と
地
域
住
民

の
全
面
的
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
川
崎
年
末
の
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
以
来
、
わ
が
国
の
経
済
界
、
産
業
界
は
低

迷
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
公
害
対
策
は
も
は
や

後
退
を
許
き
れ
な
い
情
勢
に
あ
る
今
日
、
む
し

ろ
こ
の
機
会
に
こ
そ
、
今
ま
で
の
「
経
済
優
先
、

環
境
破
か
い
」
と
い
う
あ
や
ま
ち
を
二
度
と
繰

り
返
さ
ず
、
真
剣
に
公
害
対
策
に
取
り
組
む
絶

好
の
チ
ャ

ン
ス
と
い
え
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の
時
期
に
、
こ
の
計
画
の

実
施
は
、
極
め
て
適
切
で
あ
り
、
非
常
に
有
意

義
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

B 

か
じ
め
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
と
プ
レ
ミ
ア

ム
ガ
ソ
リ
ン
と
を
混
合
し
た
が
ソ
リ
ン
は
用

意
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
お
求
め
の
さ
い
は
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
対
し
農
業
機
械
用
に
使

用
す
る
こ
と
を
伝
え
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

で
無
鉛
と
有
鉛
の
ガ
ソ
リ
ン
を
混
合
し
て
も

ら
っ
て
か
ら
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
ガ
ソ
リ

ン
は
危
険
物
で
す
か
ら
家
に
持
ち
帰
っ
て
か

ら
混
合
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
特
に
注
意
く

だ
さ
い
。

豆
、
対
策
機
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
帖
付

今
後
、
生
産
さ
れ
る
四
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ

ン
塔
載
の
農
業
機
械
は
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
の

み
で
使
用
し
て
も
支
障
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
対
策
を
し
た
機
械
に
は
無
鉛
ガ
ソ

リ
ン
の
み
使
用
で
き
る
旨
を
明
示
し
た
青
色

の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
給
油
孔
付
近
に
帖
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
新
し
く
機
械
を
購
入
さ
れ
る
と

き
は
、
青
色
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
帖
付
さ
れ

た
機
械
か
ど
、っ
か
を
確
め
て
購
入
し
て
く
だ

去」い
。

フ

六
、
無
鉛
化
で
不
審
な
点
の
相
談

ガ
ソ
リ
ン
の
無
鉛
化
に
つ
い
て
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
や
機
械
を
使
っ
て
い
て
不
審
な
点

が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
農
協
や
農
業
機
械

販
売
庖
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
は
危
険
物
で
す
か
ら
給

油
に
つ
い
て
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
相
談

く
だ
さ
い
。



、よりよしミ医師を
育てるために、

表 1金沢大学医学部における

献体受入実績

「献体運動」を
進めよう

長
は
こ
れ
を
交
付
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て

お
り

(死
体
解
剖
保
存
法
第
十
二
条
)
、
こ
の
交

付
を
受
け
る
方
法
と
、
い
ま
一
つ
は
、
篤
志

(
韮
呈
忠
)
に
よ
り
生
前
か
ら
予
約
さ
れ
た
篤
志
家

の
遺
体
を
、
遺
族
の
同
意
の
も
と
に
寄
贈
し
て

も
ら
う
方
法
(
献
体
)
が
あ
り
ま
す
。

本
県
に
は
、
前
者
の
「
引
取
者
の
な
い
死
体
」

が
き
わ
め
て
少
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
一
方
で

は
、
医
の
倫
理
を
問
題
に
す
る
立
場
か
ら
、
解

剖
学
実
習
が
生
前
か
ら
予
約
し
た
篤
志
家
の
遺

体
に
よ
る
教
育
が
理
想
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
県
に
医
科
薬
科
大
学
が
設

置
さ
れ
、
よ
り
よ
い
医
師
を
育
て
る
こ
と
に
よ

年度 受入総数(伺 篤志体数(倒 篤志率(%)1

35 26 。 。
36 48 1 2 

37 50 2 4 

38 37 3 8 

39 37 l 3 

40 21 1 5 

41 24 2 8 

42 29 。 。
43 35 4 11 

044 33 10 30 

45 31 13 42 

46 33 13 39 

47 43 17 40 

48 27 15 56 

49 29 12 41 

献
体
に
関
す
る
一
問
一
答

富
山
県
に
待
望
の
医
科
薬
科
大
学
が
設
立
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
年
十
月
間
学
、
そ
し
て

来
年
の
四
月
に
は
い
よ
い
よ
学
生
を
迎
え
る
は

こ
び
に
な
り
ま
し
た
。
県
に
お
い
て
も
本
年
度

重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
大
学
の
設
立
に
つ
い

て
全
面
的
な
協
力
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
協
力
の
一
つ
に
献
体
運
動
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
医
学
生
の
解
剖
学
実
習
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
解
剖
用
遺
体
の
確
保
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

解
剖
用
遺
体
の
確
保
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ

り
、
そ
の
一
つ
に
は
、
「
引
取
者
の
な
い
死
体
L

に
つ
い
て
大
学
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
市
町
村

一
、
献
体
を
し
て
も
お
骨
は
返
し
て
も
ら
え
る
の

で
す
か

「
献
体
」
す
る
と
葬
儀
が
で
き
な
い
と
か
、
お
骨
も
返
ら
な
い
と
い
う
話
が
あ
る
の
は
ウ
ソ
で
す
。
葬
儀
が

す
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
大
学
を
経
由
し
て
火
葬
場
へ
行
く
と
思
え
ば
よ
ろ
し
い
の
で
す
。

た
だ
し
、
少
々
時
間
が
か
か
る
の
で
、
髪
と
爪
を
残
し
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
し
て
ど
ん
な
に
お
そ
く
と
も
三

周
忌
に
は
戻
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
ん
な
形
式
の
葬
儀
が
あ
る
の
だ
と
考
、え
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い

と
思
い
ま
す
。

二
、
学
生
が
解
剖
す
る
の
で
は
、
丁
重
な
扱
い
は
望
め
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ご
も

っ
と
も
な
心
配
で
す
が
、
法
律
に
基
づ
い
て
、
解
剖
は
解
剖
学
教
授
の
責
任
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
す
。

そ
の
指
導
が
ゆ
き
と
ど
け
ば
、
学
生
は
感
謝
の
気
持
ち
で
解
剖
し
ま
す
。
信
頼
で
き
る
医
者
に
い
の
ち
を
預
け

る
の
と
同
じ
で
、
少
し
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

三
、
法
要
な
ど
は
行
な
わ
れ
る
の
で
す
か

大
学
で
は
、
毎
年
秋
に
遺
族
を
招
い
て
、
病
理
解
剖
体
と
合
同
の
盛
大
な
法
要
を
営
み
、
全
学
生
が
参
列
し

ま
す
。
立
派
な
大
学
墓
地
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
こ
に
分
骨
を
納
め
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

圏
、
費
用
の
分
担
は
ど
う
な
る
の
で
す
か

遺
体
を
大
学
に
渡
せ
ば
、
お
骨
が
戻
っ
て
く
る
ま
で
の
費
用
は
、
す
べ
て
大
学
が
支
払

っ
て
く
れ
ま
す
。

も
ち
ら
ん
、
葬
儀
の
経
費
は
、
お
宅
で
お
支
払
い
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

五
、v

「
し
ら
ゆ
り
会
」
と
い
う
の
は
何
で
す
か

献
体
を
予
約
し
た
北
陸
人
の
つ
く
る
団
体
で
、
昭
和
四
十
四
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
会
員
は
北
陵
三
県
の
医

科
大
学
に
献
体
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
富
山
県
に
医
科
大
学
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
大
学
に
も

献
体
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
し
ら
ゆ
り
会
」
で
は
、
年
一
回
総
会
を
開
い
て
お
互
い
の
健
康
を
喜
び
あ
い
、
「
献
体
」
の
よ
び
か
け
を
行

な
い
ま
す
。
「
し
ら
ゆ
り
」
と
は
、
「
会
員
」
の
「
清
純
」
な
献
体
一精
神
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
う
ち
に
は
、
生
き
甲
斐
を
感
じ
て
か
、
入
会
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
す

っ
か
り
元
気
に
な

っ
た

っ
て
今
後
の
私
達
の
健
康
に
役
立

っ
て
も
ら
う

に
は
、
篤
志
家
の
遺
体
を
寄
贈
す
る

「献
体
」

が
是
非
と
も
必
要
と
な

っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

現
在

「
白
菊
会
」
な
ど
生
前
に
献
体
を
予
約

し
た
篤
志
家
の
団
体
が
全
国
の
大
学
医
学
部
に

結
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
北
陸
で
は
金
沢
大
学

医
学
部
を
中
心
に

「し
ら
ゆ
り
会
」
が
結
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
医
科
薬
科
大
学
が
設
立
さ
れ
れ

ば
、
解
剖
用
遺
体
は
、

「
し
ら
ゆ
り
会
」
か
ら
供

給
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
た
め
県
で
は
、

「
し
ら
ゆ
り
会
」
と
協
力
し
て
献
体
運
動
を
進
め

て
い
る
わ
け
で
す
。

(注) 0 印は「しらゆり 会」が結成された年度

男 女 言十 前年度(計)

富 山 県 104 70 174 126 

石川県 205 137 342 213 

福井県 62 40 102 83 

域 外 4 6 10 6 

(計) 375 253 628 428 

(単位=人)

(注) 1)昭和何年 11月末日現在

2)前年度(言十)は、昭和48年 12月24日現在

表2rしらゆり会」会員数

「し
ら
ゆ
り
会
」
会
員
は
昨
年
日
月
末
現
在

六
二
八
名
で
こ
の
う
ち
富
山
県
分
は
一
七
四
名

に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年

一
年
間
に
約
五

O

名
の
増
加
(
富
山
県
分
)
を
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
金
沢
大
学
医
学
部
を
は
じ
め
、
さ

ら
に
今
後
新
設
さ
れ
る
富
山
医
科
薬
科
大
学
な

ど
が
必
要
と
す
る
遺
体
を

「し
ら
ゆ
り
会
」
会

員
で
充
足
し
よ
う
と
す
れ
ば
常
時
約
二
干
名
の

会
員
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
十
分
の
一
程
度
し
か
会
員
が
い

な
い
と
い
う
実
情
で
す
。

長
い
伝
統
を
も
っ
東
京
大
学
や
金
沢
大
学
医

学
部
で
さ
え
は
ぽ
四
人
に

一
体

(
文
部
省
基
準

で
は
二
人
に

一
体
)
が
や

っ
と
と
の
こ
と
で
あ

り
、
い
づ
れ
に
し
ろ
現
状
の
ま
ま
で
は
富
山
医

科
薬
科
大
学
が
で
き
て
も

か本
当
の
医
者
を
育

て
る
た
め
の
良
い
教
育
u

は
で
き
ま
せ
ん
。

よ
り
よ
い
医
師
を
育
て
る
た
め
に
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

B 

A
Q

宮

課務

寸

お

医

刷
一
跡

部

制

晴

生
町一
一川

厚
巾ト

県
色
刷

山

初

日

富
一町駅

「しらゆり会J Iこついてもっと詳し

くお知りになりたい方は、ハガキで

下記にご請求下さい。いろいろな資

料と入会申込用紙をお送りします。

富山県善意銀行
⑨ 930富山市東団地方町 1-5
@(0764)31-2239 

しらゆり
⑨ 920金沢市宝町 13-1

金沢大学医学部気付
@(0762)62-8151内線234

表3北陸3県で必要とされる解剖用

遺体の数

大学(学部)名 学生数(刈 遺体数(倒

金沢大学医学部 120 60 

金沢医科大学 100 50 

富山医科薬科大学 100 50 

福井医科大学(予定) 100 50 

金沢歯科大学(予定) 120 30 

メロh、 計 540 240 

(注)文部省実習基準

医学部 l 学生当り yz体歯学部 l 学生当η ~体

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

学
生
た
ち
の
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
完
全
な
か
ら
だ
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
の
で
す
か
ら
、
自
然
、
健
康
に

も
気
を
つ
け
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

-
新
谷
順
さ
ん
(会
員、

女
性
)
の
和
歌
|

世
の
た
め
に
つ
く
す
こ
と
な
き
こ
の
身
な
り
捧
げ
ま
つ
ら
ん
若
き
学
徒
に

白
百
合
の
集
い
に
入
り
し
こ
の
身
を
ば
い
た
わ
り
ゆ
か
ん
学
徒
の
た
め
に

六
、
会
員
と
し
て
の
特
典
が
あ
り
ま
す
か

何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
体
、
「
献
体
運
動
」
は
善
意
の
運
動
で
す
か
ら
、
何
か
を
求
め
る
の
で
は
本
当
で
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
、
会
費
な
ど
も
一
切
い
り
ま
せ
ん
。

も
と
も
と
人
の
か
ら
だ
は
、
ど
ん
な
に
金
を
つ
ん
で
も
買
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
買
う
べ
き
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
し
ら
ゆ
り
会
」
の
会
員
は
、
遺
体
を
「
無
条
件
」
で
寄
付
す
る

の
で
す
。

七
、
入
会
す
る
た
め
に
何
か
条
件
が
あ
り
ま
す
か

一つ

だ
け
条
件
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「家
族
の
同
意
」
で
す
。
ご
家
族
の
協
力
が
な
か

っ
た
ら
、
あ
な
た

の
献
体
は
ま
ず
実
現
し
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
入
会
申
し
込
み
の
際
、
ご
家
族
全
員
の
同
意
を
得
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
。

家
族
全
員
と
は
、

「あ
な
た

の
財
産
を
相
続
す
る
方
々
」
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、
そ
の
他
に
も
、
と

く
に
発
言
力
の
強
い
方
が
お
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
方
の
理
解
も
大
切
で
す
。

た
だ
し
、
同
意
が
と
と
の
わ
な
く
て
も
、
入
会
で
き
る

「準
会
員
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
「準
会
員
」

に
な

っ
て
、
家
族
同
伴
で
総
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
く
の
も
、
同
意
を
得
る
良
い
方
法
で
す
。

一
、
二
度
話
し
て
賛
成
さ
れ
な
か

っ
た
か
.
ら
と
い

っ
て
、
簡
単
に
あ
き
ら
め
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

八
、
家
族
の
い
な
い
人
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か

何
も
心
配
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
な
た
か
責
任
を
も
っ
て
大
学

へ
連
絡
し
て
く
れ
る
方
を
良
〈
頼
ん
で

「同

意
者
」
に
な

っ
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。

親
し
い
友
人
や
隣
人
、
民
生
委
員
、
福
祉
事
務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
で
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
老
人
ホ

ー
ム
に
お
住
ま
い
な
ら
、
そ
こ
の
事
務
長
さ
ん
に
お
願
い
す
る
の
が
大
変
結
構
で
す
。

g 



空から拝見

高
岡
市

美
し
い
自
然
と
歴
史
に
め
ぐ
ま
れ
た
高
岡
市
は
、
日
本
海
都
市
へ
躍
進
し
よ
う
と
す
る

意
気
ご
み
に
満
ち
て
い
る
。

長
く
日
の
当
た
ら
な
か
っ
た
、
こ
の
地
方
も
近
く
北
陸
、
東
海
北
陸
、
能
越
の
各
高
速

自
動
車
道
や
北
陸
新
幹
線
な
ど
に
よ
っ
て
新
た
な
日
本
海
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

高
岡
市
は
こ
れ
ら
ハ
イ
ウ
エ
ー
の
接
点
で
ま
た
対
岸
貿
易
の
玄
関
口
で
あ
り
、
そ
れ
ら

が
結
実
し
た
あ
か
つ
き
に
は
、
ま
さ
に
日
本
海
沿
岸
の
中
核
都
市
と
し
て
、
そ
の
前
途
、

ま
こ
と
に
洋
々
た
る
も
の
が
あ
る
。

歴
史
と
伝
統
が
生
き
て
い
る
ま
ち

美
し
い
自
然
に
か
-
』
ま
れ
た
ま
ち

あ
た
た
か
い
人
情
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち

未
来
に
は
ば
た
く
翼
を
も
っ
て
い
る
ま
ち

そ
れ
が
高
岡
で
あ
る
。



木
材
の
良
さ
を
生
か
し
豊
か
な
生

活
設
計
く
ら
し
と
木
材
展

三
月
二
十
日
(
木
)
か
ら
三
月
二
十

三
日
(
日
)
(
毎
日
午
前
九
時
j
午

後
五
時
ま
で
開
場
)

富
山
県
民
会
館
B
展
示
場

(県
庁

1
名
称

2
会
期

3
会
場

隣

4
主
催

7
運
営

8
対
象

ω
木
と
住
ま
い
と
私
た
ち

・
古
代
と
す
ま

い
・
合
掌
造
り
と
五
箇
山
史
料

・
木
と
伝
統

く
ら
し
と
木
材
展
実
行
委
員
会

一
般
県
民

9
展
示
内
容
等

工
芸
(
漆
器
、
木
彫
刻
、
木
工
品
、
そ
の
他
)

・
住
宅
部
材
と
J
A
S
・
小
屋
組
と
接
合

・

尾
根
型
と
瓦
の
い
ろ
い
ろ

・
モ
デ
ル
ル
ー
ム

・
モ
デ
ル

、、
こ
一
ハ
ウ
ス
・
木
造
住
宅
諸
例
と

建
設
費

・
家
具
建
具
コ
ー
ナ
ー

-
日
曜
大
工

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

凶
相
談
コ
ー
ナ
ー
木
造
住
宅
に
つ
い
て

金
融
、
建
築
技
術
お
よ
び
手
続
き
等
住
宅
全

般
に
わ
た
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ω
即
売
コ
ー
ナ
ー
漆
器
、
木
工
品
、
山

菜
、
盆
栽
等
の
即
売

川
併
催
行
事

ω日
曜
大
工
コ
ン
テ
ス
ト

引
日
時

同
場
所

付
主
催

森
林
と
私
た
ち

・
世
界
の
み
ど
り

・
日

1
1ム本

の
み
ど
り

・
森
林
を
育
て
る
・
森
林
の
働

き

・
森
か
ら
の
お
く
り
も
の
・
森
林
と
行
政

A、
::z:;; 富

山
県
、
県
木
材
協
同
組
合
連
合

く
ら
し
に
緑
を
・
一
坪
庭
園

・
富
山
の
老

5
後
援

6
協
賛

樹
名
木

ω
木
の
特
性
と
利
用
・
私
た
ち
と
木
材
・

木
材
の
上
手
な
使
い
方

・
木
材
を
た
め
す

・

林
野
庁

林
業
関
係
団
体
、
木
材
関
係
団
体
、

建
築
関
係
団
体

木
を
く
ま
な
く
活
す
。

三
月
一
十
三
日
(
日
)

らしと木材展

三
月
十
六
日
(
日
)

県
民
会
館
地
下
展
示
場

富
山
県
、

富
山
県
木
材
協
同
組
合

連
合
会

仲
参
加
資
格

趣
味
で
日
曜
大
工
を
や
っ
て

い
る
素
人
の
ひ
と

-とき

・とニろ

例
コ
ン
テ
ス
ト
の
↑
刀
法
主
催
者
の
提
供
し

た
材
料
か
ら
自
由
に
作
品
を
作
る
。

付
そ
の
他
優
秀
な
作
品
に
賞
品
贈
呈

ω企
業
と
製
品
展

川
主
催

同
会
期

富
山
県
木
村
協
同
組
合
連
合
会

三
月
二
十
日
(木
)
1

け
会
場

富
山
県
民
会
館
B
展
示
場
(
く
ら

人
と
木
材
の
か
か
わ
り
あ
い
は
、
数
千
年

の
歴
史
を
持
っ
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
密
接
な
結
び
つ
き
は
、
木
材
の
極

め
て
優
れ
た
特
性
と
、
人
々
の
英
知
と
創
造

に
よ
り
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
活
か
さ
れ
て
き

た
か
ら
で
す
。

あ
の
芳
醇
な
香
り
や
優
雅
な
肌
ざ
わ
り
、

.う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
木
材

は
、
科
学
の
進
歩
し
た
現
代
で
も
こ
れ
に
勝

る
材
料
を
作
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
木
材
は
、
厳
し
い
自
然
環
境

の
中
で
長
い
年
月
、
丹
精
こ
め
て
育
て
ら
れ

た
森
林
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

森
林
は
ま
た
、
木
材
だ
け
で
な
く
国
土
を

守
り
、
水
を
貯
え
美
し
い
自
然
を
保
つ
等
、

数
多
く
の
思
恵
を
社
会
に
も
た
ら
し
ま
す
。

し
か
し
、
現
代
社
会
で
は
、
と
も
す
れ
ば

自
然
の
恵
み
に
充
分
な
理
解
を
示
き
な
い
き

ら
い
が
あ
り
ま
す
し
生
活
様
式
の
変
化
等
か

ら
木
材
の
使
わ
れ
方
が
大
き
な
変
ぼ
う
を
き

た
し
て
お
り
ま
す
。
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暮
ら
し
と
木
材
展
は
、
木
材
と
森
林
に
対

す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
試
み
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
こ
の
催
し
は
森
林
や

木
材
関
係
者
だ
け
で
な
く
一
般
の
方
を
は
じ

め
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
も
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
皆
様
に
は

是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
と
木
材
展
に
併
設
)

付
出
品
業
種
・
製
材
・
合
板
・
建
材
・
銘

木

・
集
成
材
・
紙
パ
ル
プ

・
木
毛

そ
の
他

(イ)(3) 
日講
時演

b.. 
::z:;; 

三
月
二
十
一

日
(
金
)
午
後
三
時
j

午
後
五
時

同
場
所

付
主
催

富
山
県
民
会
館
八
階

く
ら
し
と
木
材
展
実
行
委
員
会
、

付
講
師

富
山
県
木
材
青
壮
年
連
合
会

矢
野
経
済
研
究
所
長

矢
野
雅
夫

同
演
題

「
五
十
年
代
の
住
宅
産
業
に
つ
い

(イ) (4) 
日木
時材

保
存て
講」

習
企』

守3

三
月
二
十
二
日
(
土
)
午
後
一
時
i

午
後
三
時

同
場
所

付
主
催

富
山
県
民
会
館
七
O
二
号
室

富
山
県
木
村
試
験
場
振
興
協
議
会
、

富
山
県
林
政
協
議
会

京
都
大
学
教
授
西
本
孝
一

「
木
村
製
品
の
防
徽
防
虫
加
工
に

つ
い
て
」

ω優
良
木
材
展
示
即
売
会

川
日
時

三
月
二
十
日

同
場
所
富
山
市
、
富
山
合
同
木
材
市
場

付

主

催

富
山
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

同
出
品

国
有
林
材
、
民
有
林
材

(村(斗
j寅講
題師



d 

し
た
牛
は
、

て
ゆ
け
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
環
境
変
化
に
つ
い

体
重
が
極
度
に
減
少
し
て
、
放

活
で
き
る
よ
、
つ
に
す
る
。

こ
れ
ら
の
放
牧
馴
致
作
業
を
せ
ず
に
放
牧

最
近
の
畜
産
経
営
は
、
省
力
管
理
を
主
体

と
し
た
形
態
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

飼
料
高
、
規
模
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
「
仔

牛
の
育
成
は
放
牧
で
」
と
い
う
飼
養
農
家
が
多

〈
、
県
下
の
放
牧
頭
数
は
年
々
増
加
し
、
昭

和
四
十
六
年
度
ニ
七
ニ
頭
に
対
し
て
四
十
九

年
度
は
四
九
七
頭
と
約
二
倍
に
達
し
て
い
ま

十

'o
-
健
康
な
牛
を
放
牧
し
ま
し
ょ
う

広
い
草
地
に
牛
を
放
牧
す
る
こ
と
は
、
直

接
草
を
食
べ
さ
せ
て
農
家
の
育
成
労
力
を
省

き
、
牛
乳
の
生
産
や
、
肉
牛
の
肥
育
に
専
念

で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
き
れ
い
な
空
気
と

栄
養
に
富
ん
だ
牧
草
を
与
え
、
適
度
の
運
動

に
よ
っ
て
足
腰
の
丈
夫
な
牛
を
育
て
る
こ
と

が
目
的
で
す
。
し
か
し
冬
の
間
畜
舎
で
飼
育

さ
れ
て
い
た
牛
は
、
放
牧
に
よ
っ
て
飼
料
の

種
類
や
、
生
活
環
境
が
変
わ
る
た
め
、
胃
腸

障
害
や
呼
吸
器
障
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り

宇
土
90

入
牧
す
る
四
月
上
旬
は
特
に
気
象
条
件
の

変
化
が
厳
し
く
、
環
境
に
馴
れ
る
ま
で
健
康

を
維
持
す
る
だ
け
の
体
力
が
要
求
さ
れ
、
ま

た
広
域
か
ら
牛
が
集
ま
り
、
集
団
生
活
恭
子

る
こ
と
と
な
る
の
で
、
も
し
伝
染
病
に
か
か

っ
た
牛
が
い
る
と
牧
場
全
体
に
伝
播
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
預
け
よ
う
と
す
る
農
家
で
は

牧
中
に
栄
養
が
回
復
し
な
い
ま
ま
、
途
中
で

下
牧
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
こ

国
民
体
育
大
会
の
沿
革

〈
そ
の

6〉

第
二
十
ニ
回
大
会
(
昭
和
四
十
二
年
)
は

埼
玉
県
で
開
俺
「
清
新
・
健
康

・
協
力
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
八
年
ぶ
り
の
主
都
圏
国

体
と
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
高
い
関
心

を
示
し
、
史
上
初
の
大
量
得
点
で
埼
玉
が

天
皇
、
皇
后
両
杯
を
獲
得
、
ま
た
選
手
村

と
い
う
国
体
初
の
計
画
も
参
加
者
に
好
評

を
は
く
し
た
。

こ
の
年
、
「
国
民
体
育
大
会
実
施
要
項
」
が

改
正
さ
れ
た
。

第
二
十
四
回
は
、
長
崎
県
。
鎖
国
日
本

が
西
欧
に
門
戸
を
開
い
て
い
た
県
と
し
て

の
伝
統
と
歴
史
を
「
鵬
が
世
界
に
は
ば
た

く
躍
進
の
姿
」
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
託

し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
は
か
る
。

第
二
十
五
回
、
一
九
七
O
年
の
さ
き
が

け
と
し
て
「
誠
実

・
明
朗

・
躍
進
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
岩
手
県
で
開
催
ι

そ
の
素
朴

な
人
情
は
参
加
者
に
大
き
な
好
評
在
得
て
、

の
び
ゆ
く
岩
手
の
明
る
い
未
来
像
の
基
盤

づ
く
り
と
な
っ
た
。

第
二
十
三
回
は
福
井
県
、
と
き
あ
た
か

も
明
治
百
年
と
あ
っ
て
、
「
親
切
国
体
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
七
十
五
万
県
民
総
力

を
挙
げ
て
盛
り
あ
げ
、
男
女
総
合
成
績
第

一
位
と
い
う
輝
か
し
い
一
頁
を
つ
く
っ
た
。

最
終
回

第
二
十
六
回
国
体
は
和
歌
山
県
。

「黒

潮
国
体
」
と
名
づ
け
、
遠
く
ブ
ラ
ジ
ル
在

留
邦
人
の
特
別
参
加
が
あ
り
、
紀
州
ミ
カ

ン
で
色
彩
る
街
並
み
は
旅
情
を
み
な
ぎ
ら

せ
、
「
明
る
く
・
豊
か
に

・
た
く
ま
し
く
」

を
三
彩
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
に
表
わ
す
な

ど
、
民
泊
と
併
せ
て
、
大
き
な
も
り
あ
が

り
を
み
せ
た
。

第
二
+
七
回
は
、
本
州
の
南
端
鹿
児
島

県
。
常
夏
の
国
に
ふ
さ
わ
し
く
「
太
陽
国

体
」
と
名
づ
け
、
と
く
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
の
優
勝
選
手
な
ど
の
参
加
に

よ
っ
て
、
熱
戦
を
展
開
、
地
元
鹿
児
島
が

予
定
牛
に
つ
い
て
今
か
ら
放
牧
訓
練
を
充
分

に
し
、
健
康
な
牛
を
入
牧
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

-
農
家
で
行
な
う
放
牧
馴
致
の
励
行

農
家
が
入
牧
時
ま
で
に
行
な
、
つ
作
業
は
、

牛
の
健
康
に
留
意
す
る
こ
と
と
、
放
牧
に
馴

ら
す
こ
と
で
す
。

「
健
康
に
留
意
し
ょ
、
っ
」

放
牧
を
予
定
す
る
牛
は
、
急
激
な
環
境
の

変
化
に
対
応
で
き
る
体
力
と
、
各
種
疾
病
の

検
査
、
予
防
注
射
な
ど
が
必
要
で
す
か
ら
、

あ
ら
か
じ
め
家
畜
保
健
衛
生
所
の
検
査
を
受

け
て
下
さ
い
。

「
牧
場
環
境
に
馴
れ
さ
せ
よ
、
つ
」

牧
場
で
は
昼
夜
の
別
な
く
放
牧
さ
れ
る
の

で
、
入
牧
ま
で
に
外
で
生
活
で
き
る
よ
う
に

つ
ぎ
の
順
序
で
な
ら
し
て
下
さ
い
。

①
入
牧
一
カ
月
前
か
ら
畜
舎
の
窓
を
聞
き
、

だ
ん
だ
ん
夜
間
も
開
放
し
外
気
に
な
れ
さ

せ
る
。

①
約
二
週
間
前
か
ら
屋
外
に
出
し
、
運
動
と

あ
わ
せ
て
、
自
然
条
件
に
な
ら
す
。

③

一
週
間
前
か
ら
夜
間
も
屋
外
に
出
し
夜
露

に
な
ら
す
。

④
牧
場
で
は
濃
厚
飼
料
の
給
与
が
僅
か
と
な

る
の
で
、
馴
致
中
の
飼
料
は
約
一
カ
月
前

か
ら
青
草
を
与
え
、
次
第
に
量
を
多
く
し
、

入
牧
ま
で
に
は
水
と
塩
と
青
草
だ
け
で
生

14 

ー

と
に
な
っ
た
り
、
せ

っ
か
く
の
放
牧
も
成
績

が
は
な
は
だ
不
良
と
な
り
ま
す
。

両
杯
を
獲
得
し
県
民
の
声
援
に
応
え
た
。

第
二
十
八
回
は
、
千
葉
県
で
開
催
。
若

潮
国
体
は
国
体
の
原
点
に
復
帰
を
課
題
に
、

質
素
堅
実
な
「
ふ
だ
ん
着
国
体
」
に
す
る

た
め
努
力
が
は
ら
わ
れ
た
。

第
二
+
九
回
は
茨
城
県
、
そ
し
て
第
三

十
回
の
今
年
は
三
重
県
で
開
催
さ
れ
る
が
、

以
上
夏
季
国
体
を
中
心
に
書
い
て
き
た
が
、

次
回
か
ら
は
、
第
三
十
一
回
冬
季
国
体
ス
キ

!
競
技
会
が
、
富
山
県
で
開
催
き
れ
る
の

で
、
こ
の
辺
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
ス
キ
ー

競
技
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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物価と家計簿

狂乱物価とその後の動き富山市

第1表主な品目の価格動きの
(48年と 49年の比較)

48年 1249年 12 1年間l
品目 単位 月の価 月の価 の玲iω

絡円 俗円

食ノf ン 238 267 12.2 

即席ラーメン l袋 35 49 40.0 

あ じ lω? 62 116 87.1 

さ '!11ωf' 30 26 ム15.4

し、 か lω'" 75 75 。

牛肉(中) JOW 245 243 ム 0'8

豚肉 (中) lω? 120 140 16.7 

ハム (上) lω? 138 163 18.1 

キャベツ 58 49 ム17.1

ほうれんぶ 1 '0 243 181 ム34.3

大 服 lヘ 59 43 ム37.2

大 旦 l∞ク 26 24 ム 8.3

しょう油 21L 370 435 17.6 

み そ 1• 0 193 240 24.4 

砂 糖 238 292 22.7 

レモン lヘ 303 436 43.9 

パナナ 1 '0 99 141 42.4 

ちり紙 制枚 308 174 ム77.0
J洗士んたく j剤11l 1箱 465 678 45.8 

ベニヤ板 l枚 525 298 43.2 

n j由 181 445 640 46.1 
プ ロ パン 10々。 1，225 1，500 22.4 カスイに

カソリ ン 93 108 16.1 

理髪料 l回 1，038 1，475 42.1 
ノトぐイーlz7 ネン l回 2，250 3，500 55.5 

昭
和
四
九
年
は
、
四
八
年
暮
れ
に
端
を

発
し
た
日
常
生
活
に
必
要
な
物
資
の
不
足

は
解
消
し
た
も
の
の
、
大
変
な
物
価
高
に

な
や
ま
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

全
国
の
消
費
者
物
価
指
数
で
み
る
と
、

四
九
年
の
平
均
は
、
四
八
年
と
比
べ
て
、

二
四

・
五
%
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
四

七
年
ま
で
は
、
年
平
均
上
昇
率
が
、
せ
い

ぜ
い
八
%
止
ま
り
で
し
た
か
ら
、
四
九
年

の
上
昇
は
、
非
常
に
高
い
も
の
と
い
え
ま

す
。県

で
は
、
・
四
九
年
一
月
に
県
民
生
活
安

定
緊
急
対
策
本
部
を
設
置
し
、
四
九
年
四

月
に
は
、
県
民
生
活
局
を
発
起
さ
せ
、
県

民
生
活
の
安
定
の
た
め
の
体
制
を
整
備
強

化
し
て
、
国
の
物
価
対
策
を
強
力
に
バ

ッ

ク
ア

ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
県
独
自
で
も

諸
要
の
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
物
価

は
公
定
歩
合
の
数
次
の
引
き
上
げ
、
公
共

事
業
の
繰
り
延
べ
等
の
総
需
要
抑
制
策
を

強
力
に
推
進
し
た
と
こ
ろ
、
夏
以
降
は
徐

々
に
鋲
静
化
を
み
せ
て
き
ま
し
た
。

原
油
価
格
の
改
定
に
対
応
し
、
実
勢
価
格

に
ま
か
せ
る
と
い
う
方
針
で
標
準
価
格
を

廃
止
し
た
こ
と
に
よ
り
、
六
月
に
は
六
孟

O
円
に
値
上
が
り
し
ま
し
た
。し
か
し
石
油

シ
ョ

ッ
ク
の
教
訓
を
生
か
し
計
画
的
生
産

と
備
畜
に
つ
と
め
た
結
果
、
量
的
に
は
心

配
が
な
い
た
め
需
要
期
に
入
っ
て
も
価
格

は
安
定
を
保
ち
ま
し
た
。
(
図
|
五
参
照
)

※
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
(
家
庭
用
一

o
g
入
り
)

家
庭
用
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、

生
活
安
定
法
に
よ
り
四
九
年
一
月
に
一

三
O
O円
の
標
準
価
格
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

一
月
の
富
山
市
価
格
は

一
、
二
三
O

円
で
し
た
が
、

二
、
三
月
に
か
け
て
七
O

円
値
上
が
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
八
月
ま

で
安
定
し
て
い
た
も
の
の
、
八
月
二

O
日

図-3ちり紙
円

600 

400 

図-4せんたく用洗剤
円

400 

600 
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第
一
表
は
、
主
な
生
活
物
資
に
つ
い
て
、

四
九
年
一
二
月
と
四
八
年
一
二
月
を
比
べ

た
も
の
で
す
が
、
今
回
は
こ
の
な
か
か
ら

四
八
年
に
品
不
足
と
な
っ
た
物
、
価
格
の

異
状
な
高
騰
を
し
た
物
の
な
か
か
ら
、
次

の
六
品
目
を
選
ん
で
四
九
年
に
価
格
が
、

ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
た
か
を
山
山
山
に

つ
い
て
追
跡
し
て
み
ま
し
た
。

な
お
、
価
格
は
、
国
が
行
な

っ
て
い
る
、

小
売
物
価
統
計
調
在
の
結
果
を
使
い
ま
し

た
。
し
た
が

っ
て
市
内
の
代
表
的
な
的
舗

の
平
均
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
ご

承
知
下
さ
い
。

※
し
よ
う
油
(
濃
口
、
上
、
ニ
μ
入
り
、

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
印
)

昭
和
四
九
年
の
価
格
は
、

(図
|

一
参

照
)
の
と
お
り
一
月
の
三
七
O
円
か
ら
、

一
一
月
に
は
四
四

O
円
と
上
弁
し
ま
し
た
が
、

五
月
に
は
、
四
三
五
円
に
値
下
が
り
し
、

六
月
以
降
も
、
四
三
五
円
と
安
定
し
て
い

ま
す
。

六
品
目
の
中
で
は
、
値
動
き
の
変
動
は

.. 
に
原
材
料
等
の
値
上
が
り
に
よ
り
標
準
価

格
を
一
、
五

O
O円
に
改
定
し
た
た
め
、

九
月
に
は
富
山
市
の
価
格
は
、
一
、
五
O

O
円
に
な
り
ま
し
た
。
(
図
|
六
参
照
)

以
上
六
品
目
に
限
っ
て
、
価
格
の
動
き

を
み
ま
し
た
が
、
消
費
者
物
価
全
体
で
と

ら
え
て
み
て
も
、
四
九
年
は
年
の
前
半
に

大
き
く
上
昇
し
、
後
半
は
徐
々
に
安
定
化

し
て
お
り
ま
す
。
全
国
の
消
費
者
物
価
指

数
で
四
八
年
の
同
じ
月
と
比
べ
て
み
る
と
、

七
月
に
二
七

・
二
%
と
最
高
の
上
昇
率
を

記
録
し
た
あ
と
徐
々
に
下
降
し
、
一
二
月

に
は
、
一
二

・
四
%
ま
で
下
が

っ
て
い
ま

す
。
五
O
年
に
入

っ
て
、
さ
ら
に
物
価
鋲

静
化
が
進
み
、
物
価
の
安
定
は
、
い
よ
い
よ

本
格
化
す
る
こ
と
が
、
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
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図-5灯油

日目47 48 49 
12月 121 

円

600 

400 

200 
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図-6プロ".~ンガス

日目47 48 49 
12月 121 12 

日!l47 48 49 
12月 121 

円

1，500 

1，000 

500 

12月から 12月から

品目 室名 キ両 単位 価格 みた上昇 品目 室名 キ内 単位 価格 みた上昇

(円) 率 (%) (円) 率 (%)

食ノマン 普通品 1 kg 267 0 み そ 並 ，袋入 (1 kg入) 1袋 240 。

一一一一ー""

且ラrJr~ーE メ ン 即席中華めん袋入り 100 g 48 ム2.0 砂 キ府 上白 1 kg 294 0.7 

あ じ まあじ丸(長さ約15cm以上) 100 g 103 ム11.2 レモン l 伺約110g， rサンキスト 」 1 kg 358 ム 17.9

さ l工、 丸(長さ約25cm-35cm) 100 g 29 11.5 パナナ 1 kg 9.2 

し、 か するめいか 100 g 97 ちり紙 自ちり 3号， クレープ付 800枚 165 ム5.2

牛 肉 中 100 g 243 。 せ洗んたく川剤l 介( 2成65洗kg剤入~ )粒状箱入 1箱 653 ム3.7

豚 肉 中 100 g 140 。ベニヤ板 矧フ 1ワ等ン(制 作 iih9fH1反，×JA S2 枚 303 1.7 i82~~ ~9 1~~ '~ 2.7m，4)1 1 

ノ、 ム プレスハム，上 100 g 165 1.2 ワイ(iシ11:.キャ<)jツ) 紡カブッ ロターード~' 8ポ0恭リ子エ. ス(1テ"'ノ行レ凶悦1111 l枚 2，033 ム3.2

牛 手L 加工乳(200c.c入 )月極め 1本 45 0 せんたく代 約配1達i:t;.ワ料イ令シ後ャ払ツ(いカ y ター) l枚 100 。

鶏 J3li 1個約60g 1 kg 332 ム21.9 灯 t由 白灯油，詰替売り，配達 18 e 640 。

キャベツ 1 kg 59 20.4 
7"ロノマン

家庭用，10kg，容器代除く 1 ).ド 1，500 。
ガ コE

ほうれん草 1 kg 213 17.0 f自T 民); 'Il 4レ4ギ金ュ売ラりーガソリ ン 1 Q 108 。
ソリ ン

大 キ艮 1 kg 48 11.6 理髪料 大人調髪(洗髪を含む) l回 1，475 。

大 豆 黄白豆 100 g 24 η パーマネ ン
コールド lセ ッ トを含む) 1回 3，500 。

ト寸℃

しょう油 t(農2口i入l二)・「びキんy諸コーマ ン印」 l本 445 2.3 ノト守ンy アキ ンイスグ ナサイイロン 1005%-，プレ ーン， 1足 200 。
ズ M. 15-20テ'ニー ル

〉王・%欄のム印はマイナスを示しています。

一
番
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

※
砂
糖
(
上
白
、
一

話、

袋
入
り
)

開
和
凶
八
年
#
れ
か
ら
、
日
山
不
比
に
な

や
ま
さ
れ
た
の
は
、
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
水

知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
し
か
し
価
格
の

上
で
は
、

一
日
に
前
年

一二
月
よ
り

一一

円
値
上
が
り
し
ま
し
た
県
で
は
砂
断
卸

売
業
者
に
対
し
て
、
価
絡
の
引
き
下
げ
を

要
請
し
た
と
こ
ろ
、

二
月
以
降

一
O
円
1

しよう3由図-1
円

600 

400 

※
ち
り
紙

(白
ち
り
紙
三

O
号
、
ク
レ
ー

プ
付
き
八

O
O牧
東
の
も
の
)

ち
り
紙
に
つ
い
て
も
、
砂
粕
と

M
じ
く

品
不
足
に
な
や
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
活

安
定
法
に
基
づ
く
標
準
価
格
設
置
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
最
高
価
格
と
な
っ
た
一
川
の
、

三
二
六
円
か
ら
、
二
月
に
は
二
三
七
円
と

八
九
円
の
大
巾
な
値
下
が
り
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、

一
O
円
か
ら
三
O
円
刊
行
皮
の

値
下
が
り
を
示
し
、

一
二
月
に
は
一
七
四

円
と
な
り
ま
し
た
。(
図
l
三
参
照
)

※
せ
ん
た
く
用
洗
剤
(
合
成
洗
剤
、
粒
状

箱
入
り
、
ニ
・
六
五
詰
入
り
)

せ
ん
た
く
用
洗
剤
は
、
昭
和
四
八
年
は
、

12 

第2表富山市の品目別価格(1月)

二
O
円
の
値
下
が
り
を
不
し
ま
し
た
。
し

か
し
八
月
以
降
原
材
料
等
の
値
上
げ
で
、

M
H
一
0
1
二
O
円
の
値
上
が
り
を
示
し

て、

一二
月
に
は
、

二
九
二
円
と
最
高
価

格
に
な
リ
ま
し
た
。
こ
の
年
間
上
#
率
は
、

二
二

・
じ
%
と
大
き
か

っ
た
も
の
の
、
四

八
年
の
六
六

・
七
%
か
ら
み
る
と
、
大
き

く
下
回
っ
て
い
ま
す
。(
図
l
二
参
照
)

12 

12 

図-2砂糖

16 

円

600 

400 

200 

ほ
と
ん
ど
値
上
が
り
を
不
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
凹
九
年
一
片
に
は
一
挙
に
一

二
三
円
値
上
が
り
し
五
八
八
円
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
九
、
一

O
月
に
か
け
原
材

料
等
が
値
上
が
り
し
た
た
め
ふ
た
た
び
一

0
0円
羽
の
値
上
が
り
を
-不
し
て
お
り
ま

す
。(
図
|
四
参
照
)

※
灯
油
(
自
灯
油
、
詰
替
売
り
、
配
達
一

八

μ
入
り
)

灯
油
に
つ
い
て
は
、
値
上
げ
の
生
活
に

与
え
る
影
響
が
大
き
い
た
め
、
生
活
安
定

法
に
基
づ
き
、
四
九
年
一
月
に
標
準
価
格

が
設
定
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
以
後
価
格
が

安
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
不
需
要
期
に
入
り
、i主 ・生鮮食料品は上・中 ・下旬の平均価格， その他の品目は中旬の価格です。ム印は. マイナスを示 して いま す。
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私
達
の
社
会
寄
生
獣
と
し
て
衛
生
面
、
経

済
面
で
大
き
な
被
害
を
与
え
て
い
る
も
の
は

ネ
ズ
ミ
で
す
。

一
、
衛
生
上
の
被
害

昭
和
四
十
四
年
十
月
、
富
山
県
内
で
生
産

さ
れ
た
「
削
り
ぶ
し
」
に
よ
り
、
二
千
余
名

の
サ
ル
モ
ネ
ラ
中
毒
患
者
を
出
し
た
こ
と
は
、

皆
き
ん
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。
そ
の
他
、

そ
岐
症
、
日
本
住
血
吸
虫
病
等
、
い
づ
れ
も

ネ
ズ
ミ
が
原
因
で
起
き
る
病
気
で
す
。

=
、
経
済
上
の
被
害

一
日
に
ネ
ズ
ミ
は
体
重
の
三
分
の
一
か
ら

四
分
の
一
も
の
食
糧
を
食
べ
る
と
い
わ
れ
ま

す
か
ら
、
そ
の
被
害
は
い
か
に
莫
大
で
あ
る

か
推
測
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で
は
大
切

な
衣
類
、
家
具
を
損
傷
さ
せ
時
に
は
電
気
器

具
の
配
線
を
カ
ジ
リ
漏
電
の
原
因
を
も
作
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

=
一
、
駆
除
の
方
法

.M 

ネ
ズ
ミ
駆
除
月
間

昭
和
印
年
3
月
1
日
か
ら

昭
和
印
年
3
月
幻
固
ま
で

一
般
的
に
行
な
わ
れ
る
方
法
と
し
て
、
機

械
的
駆
除
法
、
薬
物
的
駆
除
法
が
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
が
忘
れ
が
ち
で
あ
る
の
が
環
境

的
駆
除
法
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
方

法
で
、
あ
る
程
度
の
ネ
ズ
ミ
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
他
の
方
法
を
併
用
す

る
こ
と
が
、
よ
り
効
果
的
で
す

0

.
環
境
的
駆
除
法

ネ
ズ
ミ
が
私
達
の
生
活
圏
に
い
る
の
は
、

人
聞
が
ネ
ズ
ミ
を
飼
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
飼
っ
て
い
る

状
態
を
な
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
餌
を

放
置
せ
ず
、
通
路
を
遮
断
し
、
巣
を
除
去
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ネ
ズ
ミ
が
住
み
に
く
い
環

境
と
な
り
ま
す
。

ま
す
。

-
機
械
的
駆
除
法

圧
殺
(
パ
チ
ン
コ
)
、
金
網
(
生
け
捕
か
ご
)

に
よ
る
も
の
で
、
仕
掛
け
る
前
に
よ
く
点
検

し
、
使
用
後
は
錆
び
な
い
占
つ
手
入
れ
保
管

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
度
、
か
か
り
そ
'

こ
な
っ
た
場
合
、
次
に
か
か
り
に
く
く
な
り

-
薬
物
的
駆
除
法

薬
物
に
よ
り
中
毒
死
さ
せ
る
方
法
で
、
効

率
の
高
い
駆
除
法
で
す
が
、
そ
の
反
面
、
ネ

ズ
ミ
の
習
性
を
よ
く
知
り
拠
点
を
つ
か
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

-
殺
そ
剤
の
仕
掛
け
方

ハ門
仕
掛
け
場
所

原
則
と
し
て
、
物
か
げ
に
仕
掛
け
る
。
物

か
げ
が
な
い
場
合
、
物
か
げ
を
作
る
。
ま
た
、

台
所
、
ゴ
ミ
箱
、
下
水
溝
附
近
等
を
中
心
と

し
て
広
範
囲
に
餌
場
を
作
り
、
食
べ
た
場
所

を
中
心
に
重
点
的
に
ね
ら
、
っ
。

同
仕
掛
け
前
の
注
意

毒
餌
以
外
に
ネ
ズ
ミ
の
餌
に
な
る
よ
う
な

も
の
は
完
全
に
取
り
除
く
こ
と
。

同
仕
掛
け
る
時
間

ネ
ズ
ミ
の
習
性
、
人
畜
の
危
害
防
止
の
観

点
か
ら
、
夜
仕
掛
け
て
朝
取
り
除
く
。

同
毒
餌
の
量

毒
餌
は
余
る
よ
う
に
仕
掛
け
、
殺
し
も
れ

度
C
で
約
二

O
分
殺
菌
し
た
も
の
で
、
こ
の

殺
菌
釜
を
レ
ト
ル
ト
と
い
う
こ
と
か
ら
レ
ト

ル
ト
食
品
と
名
が
つ
い
た
も
の
で
す
。

-
レ
ト
ル
ト
食
ロ
∞
の
袋

レ
ト
ル
ト
食
品
は
高
圧
殺
菌
釜
と
食
品
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
長
期
保
存
で
き
る
優

れ
た
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
で
袋

の
か
ん
詰
め
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
で
す
。
こ

の
袋
は
硬
質
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
と
ア
ル
ミ
箔
、

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム
を
は
り
あ
わ
せ
た

ラ
ミ
ネ
|
ト
フ
ィ
ル
ム
で
外
側
は
強
靭
で
耐

熱
性
に
と
λ
だ
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
、
中
心
が
ア

ル
ミ
箔
で
酸
素
や
紫
外
線
を
遮
断
し
湿
気
や

移
り
香
を
押
さ
え
、
内
側
は
ヒ
ー
ト
シ
ー
ル

し
や
す
い
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
使
っ
て
で
き
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
高
温
に
耐
え
空
気
を
通

さ
な
い
の
で
か
ん
詰
め
に
似
た
と
り
扱
い
が

で
き
る
わ
け
で
す
。

-
レ
ト
ル
ト
食
昂
の
特
性

①
殺
菌
包
装
食
品
で
あ
る

一
一
二
度
C
以
上
で
殺
菌
す
る
た
め
耐
熱

菌
も
死
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
衛
生
的
な

食
品
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

②
殺
菌
時
聞
が
短
い
の
で
色
や
風
味
の
変
化

.、〉'戸島、。

A
M
J
q
J
&
ω
L
 

形
が
う
す
く
平
た
い
の
で
熱
の
伝
わ
り
方

が
早
く
、
か
ん
詰
め
や
ぴ
ん
詰
め
の
二
分
の

三
分
間
あ
た
た
め
る
だ
け
で
O
K
、
と
の

手
軽
さ
を
宣
伝
し
て
人
気
を
集
め
た
の
が
レ

ト
ル
ト
食
品
、
ニ
の
レ
ト
ル
ト
食
品
は
昭
和

四
十
三
年
三
月
に
は
じ
め
て
発
売
さ
れ
て
以

来
わ
ず
か
数
年
で
め
ざ
ま
し
く
普
及
し
、
そ

の
製
品
も
カ
レ

l
、
シ
チ
ュ
ー
、
ミ
l
ト
ソ

ー
ス
、
肉
だ
ん
ご
、
釜
め
し
、
お
好
み
焼
き
、

ぜ
ん
ざ
い
な
ど
ニ

O
種
以
上
を
数
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

0

・
レ
ト
ル
ト
食
昂
と
は

レ
ト
ル
ト
食
品
は
宇
宙
計
画
の
一
つ
と
し

て
ア
メ
リ
カ
で
研
究
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、

完
全
に
-
調
理
さ
れ
た
食
品
を
袋
詰
め
に
し
、

空
気
を
抜
い
て
密
封
、
高
圧
殺
菌
釜
コ
二

の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
喫
食

さ
れ
た
ら
増
量
す
る
。

同
仕
掛
け
期
間

ネ
ズ
ミ
が
喫
食
し
な
く
な
る
ま
で
連
続
す

ヲ②
。

同
給
餌
器
の
利
用

ネ
ズ
ミ
の
習
性
を
利
用
し
、
安
心
し
て
喫

食
さ
せ
る
た
め
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
等
を
利
用

し
て
給
餌
箱
を
作
り
毒
餌
を
与
え
る
。

以
上
が
一
般
的
毒
餌
の
仕
掛
け
方
で
す
が
、

人
間
は
も
ち
ろ
ん
、
家
畜
等
に
危
害
が
生
じ

な
い
よ
う
、
仕
掛
け
場
所
、
取
り
扱
い
に
つ

い
て
厳
重
な
注
意
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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園
、
駆
除
の
後
始
末
は
忘
れ
ず
に

死
鼠
に
は
病
原
菌
が
あ
り
、
ダ
ニ
、
ノ
ミ

等
の
体
外
寄
生
虫
が
い
ま
す
。
直
接
素
手
で

っ
か
む
よ
う
な
こ
と
は
避
け
て
下
さ
い
。
死

そ
は
焼
却
す
る
か
、
深
く
{
八
を
掘
っ
て
埋
め
、

発
見
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
殺
虫
剤
、
消
毒

剤
等
を
散
布
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
か
ら
三
分
の
一
の
時
間
で
殺
菌
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
食
品
の
成
分
の
変
化
が
少
な
く
、

褐
変
、
加
熱
臭
、
香
味
の
劣
化
な
ど
を
防
ぎ

ま
す
。

③
光
や
酸
素
の
透
過
性
が
な
い

光
や
酸
素
は
食
品
の
変
質
や
品
質
低
下
の

原
因
に
な
り
ま
す
が
、
レ
ト
ル
ト
食
品
は
完

全
に
遮
断
し
ま
す
の
で
品
質
が
長
く
保
た
れ

ま
す
。

④
軽
く
て
か
さ
ば
ら
ず
持
ち
運
び
に
便
利
。

⑤
袋
の
ま
ま
熱
湯
で
あ
た
た
め
る
だ
け
で
調

理
の
手
聞
が
省
け
ま
す
。

-
レ
ト
ル
ト
食
ロ
聞
の
選
び
方
の

ポ
イ
ン
ト

レ
ト
ル
ト
食
品
に
限
ら
ず
加
工
食
品
を
買

う
場
合
は
、
ま
ず
庖
の
保
管
状
態
を
調
べ
て

日
光
の
あ
た
ら
な
い
き
れ
い
な
庖
で
購
入
す

ォg

る
レ
そ
っ
に
し
ま
し
ょ
、
っ
。

①
外
箱
の
汚
れ
て
い
な
い
も
の

②
外
箱
を
押
さ
え
て
み
て
中
身
が
あ
ま
り
膨

張
し
て
い
な
い
も
の

③
表
示
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
食
品
は

常
温
で
半
年
か
ら
一
年
保
存
で
き
ま
す
が
、

一
年
だ
っ
た
も
の
は
後
々
に
変
質
し
味
が
お

ち
て
き
ま
す
の
で
日
付
の
新
し
い
も
の
を
購

入
す
る
よ
、
つ
注
意
が
必
要
で
す
。



-県政のう ごき

4月5日 . 緑の国勢調査で第2位

環境庁の「自然環境保全調査」で緑豊かな地域に北

海道についで富山が自然度30.9~* で第 2 位にランクさ

れた。

q月ア日.ラグビーで優勝

和歌山県で聞かれた第 5回全国高専ラグビーフ ッ ト

ボール大会で富 山商船高専が函館高専に決勝戦で会い

13: 3で優勝した。

優勝をカ、けての決勝戦

臨輯輯輯輯器購醐輯輯輯輯輯輯輯鞘輔韓臨韓鵠輯醐舗臨輔醐醐臨場髄輯輯醐踊醐蝿騨醜輔i

4 月 4 日~31 日

4月竹田・中国から里帰り

ことし初の中国からの一時帰国者、堀田照子さんと

北 原 宏ーさんの 2人が到着。肉親や親類、知人たちと

再会した。

4月13日.要望事項の採択

富 山県は国の昭和50年度予算編成に伴う県の重要要

望事項の予算化状況をまとめた。82項目のうち76項目

が予算化され採択率は92~* となった 。

q月19日e6年ぶり大雪

北陸地方に降り つづいたドカ雪は 、富 山市89:r'、高

岡84;"と平野部で70:i"'-11;;;、山間部で1.51;;; - 2 1;;; 

の積雪となり、 6年ぶりの大雪となった。

中国物産庖で働く堀田さん

q月20日.富山医大、開学へ急ぐ

文部省は、昭和50年度予算で新設を認められた富 山

(医科薬科大学を来年 4月に学生を入学させるため各施

五支の整備を急ぐことをきめた。

q月24日.ふるさと歩道計画

県環境部は、「ふるさと歩道」言十画をまとめた。 これ

は置県 100周年記念事業のひとつとして検討していた

もので、県立、県定公園を主体に 11カ所の候補地をあ

げ¥このうち医王山(福光町)と宮崎 ・城山 ・七重滝 ・

三 峰(朝日 町 )については昭和50年度から歩道の整備・

新設などの準備にとりかかることにな った。

6年ぶりのドカ雪

Eロ

q月29日.医王山県立公園に

富 山県自然環境保全審議会は、知事から諮問された

医王山(福光町)の県定公園から県立公園への格上げ.を

適当と認め、原案どおり答申した。

q月30日e6年連続無事故

富山県山岳遭難防止対策審議会は、昨年末から年始

にかけ 1パーティ、 512人が入 山 したが遭難事故はな

く6年間無事故を記録したと報告。

T月31日.明るい暮らし号スタート

パス教室形式て¥消費者からの苦情相談、商品テス

トなどがその場で受けられる「明るい暮らし号」が県

の消費生活センターに配備された。

このパスは 2月から動く消費生活センターとして、

要望によ って各地域へ巡回している 。

25人乗りの明るい暮らし号



第3日曜は家庭の日 富山市奥田小学校4年石黒浩二

.今月のテーマ

く進学、卒業、就職を祝福しよう〉

テレビ「みんなの県政Jあんない

-北日本放送

信週日曜日、午前9時から30分間

小学生や同好会のコーラスを紹介しなガら

県の施策をわかりやすく解説しますD

・富山テレビ

包週月曜日から工曜日までの毎日、午後5

時45分力ら5分間

物価情報、お知らせ、県政一口メモ、歳時

記などの情報番組です。

新聞「みんなの県政J は 4紙に

包月最終土曜日に北日本、富山¥読売、北陸

中日の各新聞に県政の最近の動きや¥身近な

お知らせを載せています。

ご意見ご希望を県民課へどしどしお寄せくだ、

さい。

ft (0764) 31 -4111 (内線 468)

県民のみなさんと県政をむすぶために、県民相談室が

あります。気軽にご利用下さい。

富山県県民課〒930富山市新総曲輪l一7宮 (0764)31-4111

高岡地方県民相談室 〒933高岡市亦祖父211 宮 (0766)21-9411

魚津地方県民相談室 〒937魚海市新宿10一7 宮 (0765)24-5311 

砺波地方県民相談室 〒939-13砺波市幸町1ー7宮 (07633)3-5151

立山に
美と力と友情と
おおやま国体を、

みんなの力で成功させよう

.みんなの県政 3月号必'.74 ・企画発行富山県県民生活局県民諜富山市新総幽給lの7宮 31-4111〒930
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